
「ＳＮＳで実行犯を募集する手口による強盗や特殊詐欺事案に関する緊急対策プラン」
に基づく警察関連施策の進捗状況

１ 「実行犯を生まない」ための対策
 サイバーパトロール等を通じて把握した情報を端緒とする強盗・特殊詐欺事件に係る捜査を推進
 受け子等を募集していると認められる投稿に対する警告等を実施
 「闇バイト」等情報の削除推進に向け、ＳＮＳ運営事業者への働き掛けを実施

２ 「実行を容易にするツールを根絶する」ための対策

 犯罪者グループ等に名簿を提供する悪質な「名簿屋」等に対して、あらゆる法令を駆使した取締りの推進を指示
 特殊詐欺に用いられる通信手段等の手口を分析するなどして「特殊詐欺の手口と対策」を取りまとめ

３ 「被害に遭わない環境を構築する」ための対策
 宅配事業者を装った強盗を防ぐため、大手宅配業者等との間で、置き配を含む
非対面での荷物の受取りの拡充等の覚書を締結

４ 「首謀者を含む被疑者を早期に検挙する」ための対策
 突き上げ捜査等のための捜査手法について、警察庁及び法務省において実務的な検討を実施
 捜査共助の更なる迅速化等のため、刑事共助条約の締結について諸外国と協議するとともに、国際会議の場等に
おいて、各国に捜査協力等を要請

資料２

＜宅配事業者との強盗等事件の防止に係る合意式＞

 貴金属等を狙った強盗事案の発生状況を踏まえ、事業者等と連携した防犯対策の徹底を推進

 「地方創生臨時交付金」を活用した防犯対策強化のための取組（防犯性能の高い
建物部品等設置）に対する支援について、都道府県警察と地方公共団体の連携を推進
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